	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表


	法人名
	社会福祉法人
章佑会
	代表者
	馬場　康雄
	
	法人・
事業所
の特徴
	法人理念（「あらゆる人に生きる夢と勇気と希望を提供する」）のもと、高齢者、障害者、また地域のあらゆる人が住み慣れた地域で生き生きと安心して生活をしていただけるよう、その方の状態や希望に合わせ「通い」「訪問」「宿泊」を組み合わせたサービスを提供し可能な限り在宅生活を継続できるよう支援します。

	事業所名
	やすらぎガーデン・
石神井台
	管理者
	齋藤　維彦
	
	
	


	出席者
	市区町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	１人
	0人
	5人
	0人
	0人
	0人
	0人
	3人
	0人
	　9人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	・より具体的な目標にして、自分が担当しなくても、評価できるよう分かりやすくする。
・改善目標は、全体ミーティングで発表し、情報を共有していく。
	・スタッフミーティングで全体での評価のみ行いました。
・改善目標は全体ミーティングで発表　　　
　し意識付けは出来た。
	・職員も自分が担当していない事は、出来たかどうか分からないという意見もあった。
・情報共有は引き続きしっかり行って
いきたい。
	・事業所評価をもとに、スタッフ間同
士で情報共有し共通意識を高めてい
く。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	・エントランスまでの雰囲気作りは出来たので、施設内に入りやすい工夫を考え実践していく。
	・外部の方に分かる様、窓周辺に作品を展示した。又、施設に入りやすい
　工夫は十分できなかった。
	・玄関周りの整理整頓が出来ていないので常にきれいにした方が良い。
・衛生管理の徹底をする。
	・玄関周りの整理や衛生管理を徹底し
ていく。
・地域の方が施設に目が行くように、
掲示板やボードを使用して活動を
周知していく。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	・定期的に施設開放的なイベントを開き、地域の集える場所にしていく。
・介護の勉強会、家族会、地域の会合等に施設を使っていただく機会を作る。
	・施設開放的な行事を企画する案は出
ましたが実践するは至らなかった。

・地域への開放の場には至っていない。
	・地域の方から、相談窓口となれる施
設を目指したい。
・地域に施設を開放する事だけでなく
　施設の資源やスタッフを有効活用し
ていくのはどうか。
	・定期的に掲示板などで施設の取り組
　みや活動の機会を掲示していく。

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	・地域の方とのより深い交流を目指し地域の集まりに参加する。
・利用者さんが良く利用するお店にご挨拶に伺い、情報交換を図る。
	・防災訓練や町会の総会等、地域の集まりには参加する事は出来た。
・利用しているコンビニやパン屋さん
　都営住宅の自治会長さん等、名刺を渡し何かあれば連絡頂けるようお伝えは出来た。
	・地域との関りは行事の他、ガーデン
周辺の方とも、気軽にコミュニケー
ションが取れる施設でいたい。
・利用者さんの昔の生い立ち、現在の
行動パターン等、しっかり把握して
情報共有したほうが良い
	・施設全体で地域活動への参加が出来る様にしていきたい。
・利用者に関係する地域資源の開発をしていきたい。

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	・運営推進会議に出たご意見は、回覧
だけでなく、スタッフミーティング
発表する。
	・運営推進会議にでた意見はスタッフ
ミーティングでも情報共有すること
が出来た。
	・率直な意見や質問など、貴重な意見をスタッフで共有している。
・プログラムに対するご意見などは、みんな励みにしている。
	・運営指針会議で出た意見や情報などを生かし施設運営に生かしていく

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	・スタッフミーティング後の研修の時間に防災計画の話をする。
・防災計画を掲示していく
	・防災計画についてはスタッフミーテ
ィングで話しは出来た。
・防災計画については掲示できた。
	・地域の防災訓練に参加でき防災の意
意を高めることが出来ました。
・実戦に近い形での防災訓練が実践できると良い。
	・建物全体の防災訓練の計画を再検討
する。
・地域の防災に関する知識を深め、防
災計画に役立てていきたい。


